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佐久穂町の概要
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長野県内市町村の人口と人口増減率
（2015，国勢調査，増減率は2000年比）

佐久穂町
人口：11,186人
人口増減率：82.1％
面積：188k㎡
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▶FDの「出口論」̶̶政策過程への実装

・FDの成果を政策にどう反映するのか

・佐久穂町では自律的に新しい政策をつくった経験が「皆無」

・財政拡大時代は政策形成の横並び戦略が有効→財政縮小時代は横並び戦略が無効に

・自律的に政策形成する仕組みが不可欠（アイデアと合理性の担保）

・既存の政策過程では対応できない→フューチャーデザイン援用の可能性

佐久穂FDにおける研究のねらい
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従来の政策過程との違い

〈財政拡大時代〉
中央から下りてきた政策の

利益配分をする

コンサルタント委託
（政策の横展開）

審議会・委員会
（充て職による答申）

ワークショップ・パブコメ
（アリバイづくり・ガス抜き）

〈財政縮小時代〉
地域独自の政策を
公共的な視点で考える

フューチャー・デザイン
ワークショップ

・政策的な合理性や正統性をどう担保するか？
・実施計画などにも組み込み可能か？

議会
（専門知なき承認）
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佐久穂町職員（主に30～40代）9名
地域おこし協力隊4名
地方創生戦略推進会議委員2名
信州大学経法学部教員5名
FDテーマの設定とファシリテーター養成
2019/2/12 佐久穂町・信州大学経法学部連携協定締結

フューチャー・デザイン研修会＋ワークショップ
̶̶複数回のミーティング̶̶

2019/7/12 第1回研究会｜キックオフ・ミーティング
2019/9/4 第2回研究会｜テーマ設定のためのワークショップ
※台風19号による被災のため来年度まで休止

佐久穂フューチャー・デザイン研究会の概要

メンバー

初年度の目標
活動の経緯
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▶FDに関する研修会における参加者のクロストーク
（2019年2月）
▶第1回佐久穂FD研究会におけるメンバー間の議論
（2019年7月）
→音声記録をもとにコーディング（井上信宏担当）

▶188のカード／27の見出し／6のカテゴリー
▶（現代世代としての）将来像，地域課題，主張，
希望，疑問など

コーディングにより抽出された「見出し」
（井上信宏作成）

FDテーマ設定のためのコーディング



7コーディングにより抽出された「見出し」
（井上信宏作成）

コーディングの見取り図
（井上信宏作成）



8コーディングにより抽出された「見出し」
（井上信宏作成）

FD導入の意義や背景
◉FDのテーマ選定では持続可能性など
どこに価値を置くのかがカギになる
◉50年後の将来世代は「なぜ50年前
の人は何かしてくれなかったのか」と
言うはず

物的環境のあり方
◉50年後は地方の建設業が衰退する
のでインフラ維持が困難になる
◉施設や景観，自然環境をどのよう
な形で遺すのか

生活のあり方
◉50年後も佐久穂町に暮らしていたい
◉50年後には産業としての農業ではな
く自分で食べるための農業になる

行政のあり方
◉将来は市町村という自治単位がな
くなっている
◉行政は佐久穂町の魅力づくりをど
のように支えていけばよいのか

FDの展望
◉現段階で50年後を見通すのは難しい
◉FDは今の人たちがどうすれば幸せ
になるかという視点ではない
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▶「世代を超えた公共性」を内包しているか

・持続可能性に資するもの

・将来世代にリスク，コスト，判断を先送りしがちなもの

（将来を考えると選択すべきなのに選択しがたいもの）

・潜在的なリスクやコストが見えていないもの

FDテーマに適合する要件
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FDテーマの類型

計画
Planning

選択
Selection

発散 Open Question

収束 Closed Question

水道料金の改定

難易度高

公共施設の利活用

総合計画の策定

景観条例の制定

地域の将来像の検討

政 策 対 象 領 域 の 広 さ

政
策
決
定
の
自
由
度

分野別計画の策定
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佐久穂FDテーマ設定WSのグループワークでの意見

計画
Planning

選択
Selection

発散 Open Question

収束 Closed Question

住みたくなる町とは

佐久穂ならではの教育理念とは

どのように景観を遺していくか農業用水の維持管理をどうするか


